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注
　
生
徒
は
学
習
時
mi中
い
つ
も
フ
ラ
ン
ス
語
文
法
IlB、
フ
ラ
ン
ス
語
辞

哲
を
手
も
と
に
持
っ
て
い
る
よ
う
に
す
る
。

突　放　す　べ　き　純　田

作'.-,/　作　目ti

1.綴
字
法
、
句
言
,;E法
の
確
か
め
.后
折
の
紋
-?3な
ら
び
に
そ
れ
に
つ
い

E
S
S
融
闇
的
m
m

-=1-.~Sト
I--l-。
す
蝣
蝣
-I蝣
"'ニ
　
ー
ご
言
こ
の
ロ
町
一
声

a
.
ナ
こ
1
ト
の
T
J
T
.
駅
　
:
J
.
i
'
j
∴
∴
w
n
i
i
c

4
.
既
に
解
釈
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
暗
記
(
特
に
甜
文
の
テ
キ
ス
ト
は
好

適
) 0

5. 0]託
の
練
習
。

<;. wi^^ r--こ
f.-i">--j-<-つ

T-」
E・
-ニ
∴
上
　
共
同
V;I蝣
*'蝣
て
L:tT(ミ
ニ
]'.-i'i。

7.模
範
的
作
品
と
し
て
教
室
で
託
・
琶
み
、
解
釈
済
み
の
物
語
か
ら
、
特
に

惑
動
を
受
け
た
こ
と
を
口
頭
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
記
述
す
る
小
狂

v
.
ご
.

注
　
教
室
に
お
け
る
す
べ
て
の
純
胃
で
は
、
教
師
は
生
徒
が
正
し
い
文
で

表
現
す
る
こ
と
を
求
妙
ね
ば
な
ら
な
い
。

T
.
テ
キ
ス
ト
解
釈
(
ェ
ク
ス
ブ
リ
カ
シ
オ
ン
・
ヂ
・
テ
ク
ス
t
)
0

1
.
 
1
7
世
紀
か
ら
m
代
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
散
文
な
ら
び
に
韻
文

の
iii'.三
。

2
.
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
-
ヌ
;
寓
話
。
第
1
.
 
2
.
 
3
巻
か
ら
遺
抄
し
た

も
の
。

u. -嵩
・
V.K'r,才
、
J

A
.
共
I
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1.中
性
の
散
文
家
、
詩
人
達
の
抄
出
し
た
コ
ン
ト
な
ら
び
に
物
語
。

た
だ
し
現
代
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
。

'
2
.
 
*
 
'
)
エ
ー
・
"
 
'
・
i
K
L
t
l
選
.

3
.
 
7
ェ
　
又
ロ
ン
;
テ
レ
-
<
ッ
ク

ち
.近
代
語
科

1.古
代
オ
リ
エ
ン
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
 P
-
マ
に
関
す
る
作
家
達
の
コ

ン
ト
な
ら
び
に
物
語
。
た
だ
し
胤
訳
さ
れ
た
も
の
。

2.外
国
文
学
か
ら
借
用
し
た
コ
ン
ト
と
物
語
。

3.世
界
発
見
と
探
検
に
関
す
る
物
語
。

蝣
I

2
.
ラ
シ
-
ヌ
;
レ
・
プ
レ
デ
ゥ
-
ル

3
.
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
;
3
-
i
-
ゴ
-
;
良
心
、
ロ
ラ
ン
の
結
姑
、
ア
イ
メ
1
)
オ
、

あ
わ
れ
な
人
々
。

4
.
 
1
9
.
 
2
0
の
世
紀
の
散
文
の
コ
ン
ト
と
物
語
,

B
.
 
f
t
i
t
?
!
!
科

1
.
中
世
に
関
す
る
作
家
達
の
和
訳
さ
れ
た
コ
ン
ト
と
物
語
。

2
.
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
代
の
テ
ク
ス
ト
。

∴
∴
。
、
*
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蝣
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'
-
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∴
ト
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学
　
　
　
、
扱

こ　と　ば　の　学　習

1
.
 
-
-
-
-
(
動
詞
の
復
習
は
除
く
)

2
.
 
-
-
-
-
自
由
に
使
用
で
き
る
言
い
ま
わ
し
の
増
加
。

3
.
詞
の
詳
細
な
学
習
(
動
作
、
状
態
の
動
詞
;
時
、
法
、
人
称
、
助

動
詞
) 。
人
称
代
名
詞
の
学
習
。

4.文
な
ら
び
に
そ
の
諸
形
態
O等
位
と
従
属
接
続
詞
。
関
係
代
名
詞
。

疑
問
詞
B従
属
節
の
詳
細
な
学
習
。
節
に
お
け
る
語
、
文
に
お
け
る
節

の
順
序
。

5.十
二
音
投
詩
法
の
よ
り
詳
細
な
学
習
;強
調
音
と
句
切
れ
。
そ
の
他

多
く
用
い
ら
れ
る
詩
法
に
つ
い
て
学
習
。
 
(
-
-
-
)

学
　
　
　
　
　
級

A.テ
ク
ス
ト
解
釈
の
際
に
。

1.こ
と
ば
と
吾
桑
の
歴
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
。
死
語
新
語
。
語
の

意
味
-消
滅
し
た
意
味
、
旧
い
言
い
ま
わ
し
と
新
し
い
そ
れ
0

2.起
源
か
ら
16世
紀
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
歴
史
に
関
す
る
知
識
。

(こ
れ
ら
の
諸
知
識
は
、
こ
れ
ら
を
特
に
留
;uL、
区
分
し
た
テ
ク

ス
ト
の
解
釈
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
与
え
る
。
 )

3.詩
法
の
学
習
。
好
瞥
性
。
律
動
.連
の
構
成
な
ら
び
に
足
型
詩
の

lL二
TIT王
の
--iニ
ー
M 。

B.作
文
の
場
合
に
。

1.綴
字
法
の
確
か
め
。
文
法
的
正
確
さ
と
表
現
の
適
切
に
つ
い
て
。
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.
テ
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皿
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書
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。
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.
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.
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-
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7.主
と
し
て
物
語
や
写
生
の
性
路
を
も
つ
憶
単
な
作
文
0

8
.
 
-
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9
.

10.基
82的
な
忍
法
の
紋
哲
。
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作
業
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て
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作
者
と
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の
時
代
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言
及
し
な
が
ら
て
抑
こ
そ
の
適
切
な
fTTで
与
え
る
と

よ
い
O　
テ
ク
ス
ト
の
学
告
は
作
文
の
指
導
と
し
て
も
有
益
で
あ
る
。

T
.
テ
ク
ス
ト
解
釈

1
.

2
.
コ
ル
ネ
-
ユ
'
,
ル
・
シ
ッ
ド

3
.
ラ
シ
「
ヌ
;
コ
ニ
ス
テ
ル
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比
較
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文
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忠
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結
合
文
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~:∴
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つ
蝣
蝣
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思
想
の
展
開
と
脈
絡
。
段
落
構
成
の
学
習
。

注
　
-フ
ラ
ン
ス
文
ご
Ivl史
の
倣
鋭
aを
加
え
る
。

1.作
文
の
練
習
。
綴
字
淡
の
Iffi詔
。

2・
訪
冒
了
し
た
テ
ク
ス
ト
を
口
頂
で
要
約
す
る
独
習
0

3
.
 
-
-
-
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蝣
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.
テ
ク
ス
ト
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1
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2
.
中
世
和
の
記
韮
悠

3
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コ
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ネ
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ユ
ー
;
一
作
晶
(
選
択
し
た
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4
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ポ
ワ
ロ
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孤
刺
詩
の
抜
葦
。
譜
面
台
。

5
.
 
I
の
1
-
4
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
か
ら
特
色
あ
る
文
章
に
つ

い
て
。
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二
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1
.
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
に
正
し
た
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ロ
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の
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。
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L
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.
 
B
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2
と
同
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-
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-

6.歴
史
で
学
ん
だ
時
代
の
、
精
神
的
物
質
的
文
化
に
関
係
あ
る
フ
ラ

ン
ス
な
ら
び
に
外
国
一
一
1-翻
訳
さ
れ
た
-の
作
品
O

注
　
近
代
語
科
の
特
別
時
間
の
2時
間
に
は
、
古
代
の
作
品
の
翻
訳
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
て
も
よ
い
。
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B
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C
科
、
お
よ
び
近
代
吾
科

1
.
フ
ラ
ン
ス
F
3
-
に
翻
訳
さ
れ
た
古
代
の
作
品
、
特
に
次
の
諸
作
品

の
抜
葦
。
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-
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イ
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1
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ア
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v
三
代
T
i
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1.フ
ラ
ン
ス
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に
翻
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た
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代
の
作
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、
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に
次
の
諸
作
品

の
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知
識
(
-
-
-
)

3
.

B.作
文
の
は
あ
い
に
。

1
.

2
.
 
-
-
-
-
-
-

3
.
 
-
-
-
・

知
的
訊
失
さ
、
~真
筆
さ
、
思
考
と
形
式
と
の
一
致
。

実　施　す　べ　き　練　習作

(
-
-
-
)

3
.
　
　
　
-
-
-

C
.I.テ
ク
ス
ト
解
釈
と
釆
銃
的
読
書
指
導

1
.

2
.
モ
ン
テ
-
ニ
ュ
;
抜
畢

3
.

s
^
^
^
^
^
^
^
^
s
-

5
.



作

I
'
l
.
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
 
.
 
・

7
.
ラ
.
フ
ォ
ン
テ
-
ヌ
;
寓
話
、
第
7
-
1
2
巻

8
.
ラ
　
　
ノ
l
イ
エ
　
蝣
i
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-
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9
.
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
;
偉
大
と
預
廃
ペ
ル
シ
ャ
人
の
手
紙

1
O
.
ヴ
オ
ル
テ
-
ル
;
物
語
と
習
翰

ll. 19世
紀
小
説
の
抜
葦

1
2
.
 
C
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一
)
-
-
-
-

u.弄
ミ
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共
通

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
関
係
を
も
つ
外
国
の
作
品
(
拙
訳
)

a
.
ド
イ
ツ
文
学
　
ニ
-
ル
ン
ベ
ル
グ
'
,
ゲ
-
テ
'
・
シ
ラ
-

b
.
英
　
文
　
学
　
シ
ェ
-
ク
ス
ピ
ア
、
ウ
オ
ル
タ
-
・
ス
コ

ッ
ト
1
9
世
紀
行
情
詩
人

C
.
ス
ペ
イ
ン
文
学
　
物
語
。
セ
ル
バ
ン
テ
ス
(
ド
ン
・
キ
ホ
-

テ
) 17位
蔀
己
の
戯
曲

d
.
イ
タ
.
)
ア
文
学
　
ダ
ン
テ
、
べ
ト
ラ
)
L
カ
、
マ
ン
フ
ォ

e
.
現
代
文
学
の
主
要
作
品
　
ト
ル
ス
ト
イ
、
ド
ス
ト
エ
-
ブ
ス

キ
イ
1
.
イ
プ
セ
ン
、
キ
ッ
ブ
1
)
ン
〆
、
ダ
_

ヌ
ン
チ
オ

B
.
古
典
語
科
A
.
B
.
お
よ
び
近
代
語
料

フ
ラ
ン
ス
訊
こ
翻
訳
さ
れ
た
古
代
の
テ
ク
ス
ト
、
特
に
次
の
作
品
の

抜
茸ホ
-
マ
-
;
ィ
.
)
ア
-
ド
　
　
-
シ
オ
ド
ス
'
,
耕
作
と
日
々

ユ
シ
レ
ス
;
童
釦
こ
つ
な
が
れ
た
プ
T
,
メ
チ
エ
-
ス
、
ペ
ル
シ
ャ

ク
セ
ン
ホ
オ
ン
;
回
想
録

C.近
代
語
科

キ
ケ
蝣
p
蝣
サ
ヴ
ェ
.
)
イ
ヌ
・
カ
テ
ィ
リ
←
ナ
攻
堪
演
説
。
老
年
に
つ
い
て

ホ
レ
-ス
.,オ
-ド
、
誼
刺
、
書
簡
翰
詩
。
野
惜
詩
選

6
.
メ
"
>
*
;
し
;
ブ
t
i
f
-
T
i
シ
7
"
,
'
I
、
　
恕
u

7
.
ポ
ワ
ロ
-
;
詩
法
、
哲
翰
詩

8
.
ヴ
オ
ル
テ
-
ル
'
,
技
畢

9
.
 
-
"
・
　
ソ
ー
;
　
　
　
　
>
　
>

1
0
.
デ
ィ
ド
p
 
;
　
　
ク
ク

l
l
.
ロ
マ
ン
派
戯
曲

12. 19位
帯
己
の
詩
の
傑
作

13. 19世
紀
散
文
の
傑
作
(物
語
、
評
論
、
歴
史
)

1.禾
純
的
二
　
才
)Yzi

A
.
古
典
語
科
t
,
近
代
語
科

フ
ラ
ン
ス
文
学
に
関
係
を
も
つ
古
代
の
作
品
(翻
訳
)

ソ
ホ
ク
レ
ス
'
,
ア
ン
テ
ィ
ゴ
-
ン
、
エ
デ
ィ
ボ
ス
王

プ
ラ
ト
ン
.
,
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
。
ク
リ
ト
ン
。

デ
モ
ス
テ
ネ
ス
'
,
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
位
に
つ
い
て
の
論
議
。

B
.
 
t
f
代
a
m

フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
代
の
テ
ク
ス
ト
特
に
次
の
作
品
の

抜
翠キ
ケ
ロ
;
茨
階
に
つ
い
て
、
そ
の
他
.

ヴ
T
-
シ
'
A
 
"
.
蝣
*
-
ネ
イ
イ
ト
'

タ
シ
ッ
ト
;年
代
記
、
歴
史
書

セ
ネ
カ
;
抜
翠




